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晴 嵐 館 報 

令和庚子 壽春 

 

新年明けましておめでとうございます。令和の初

春を迎えました。十二支最初の「子年」、心機一転皆

様方のご発展を願います。 

今年はいよいよ東京オリンピック・パラリンピッ

ク開催の年となりました。この機会に、私たちは書

道を通じて日本文化を世界に発信していきたいと思

います。 

３年前（平成２９年）に改訂の「小学校学習指導

要領」による授業が今年の４月から始まります。国

語科書写の教科書も新しく改訂され、内容も豊富に

なりページ数も増加するようです。小学１・２年生

では、「水書用筆等」を使った学習が登場します。弾

力のある「水筆」を使うことで、筆記具の持ち方、

線のつながり、穂先の動きなど筆記具の運筆能力を

大いに習得して、文字を書く楽しさや喜びを低学年

のうちから感じてほしいものです。書写は「知識・

技能」「主体的な学び」「思考力・判断力・表現力」

などを総合的に育成する基礎基本の学習です。書道

に携わりながら、社会や家庭で学校書写書道教育の

発展に寄与していただければと思います。 

なお、愛知県内での小学校書写教科書は、名古屋・

尾張・知多・東三河・新城・設楽の地域で「教育出

版」、海部・豊田・みよしで「光村図書」、西三河で

「東京書籍」各社のものが使われるようです。 

晴嵐館展示室では、３月２５日まで企画展示「大

池晴嵐の書～連綿の表現」を開催しています。３月

２７日からは春季特別展示「郷土の書家Ⅵ」を開催

します。是非とも肉筆を間近にご覧ください。 

書芸中道3月号が発刊以来600号を迎えることと

なりました。記念事業としてハガキ作品を募集いた

しましたところ、276 点が寄せられました。オール

カラーで掲載いたしますので、お楽しみください。 

２月には「中道書き初め展」、３月には教室作品展、

師範証授与式、文房四宝講習会、錬成会を開催いた

します。是非ご参加ください。 

晴嵐館の維持運営は、寄附金と維持会費によりま

す。何卒ご賛同下さいますよう今後ともよろしくお

願い申し上げます。なお、今年は評議員、監事、理

事の全役員改選の年となっています。 

 

お知らせ 

ご案内 

 晴嵐館展示室 

 中道書き初め展 

 教室作品展 

 師範証授与式 

 文房四宝講習会 

 春季錬成会、受験相談会 

 教室案内 

 作品研究会 

 書道催事支援事業 

 図書資料の貸出・閲覧 

 錬心講堂の利用 

 硬筆かな用紙 

 展覧会お出かけガイド 

 

事業報告 

 中道書法展成績 

 全国教育書道展成績 

 師範選抜書展 

 秋季錬成会 

 書道教育講習会 

 秋季師範試験合格者 

 寄附者リスト 

 

 寄附金募集 

 会員募集 

 

ご案内 
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晴嵐館展示室 

企画展示 

「大池晴嵐の書～連綿の表現」 

３月２５日まで 木曜休館 観覧料３００円 

晴嵐の肉筆を是非ご覧ください。

 

春季特別展示 

「郷土の書家Ⅵ」 

３月２７日～４月８日 木曜休館 

観覧料３００円 

 

中道書き初め展 

書き初めを通じて、書道文化の普及と書写書道教

育の発展に寄与するとともに、優れた作品・生徒を

顕彰し、学生の書道技能ならびに指導者の指導技術

向上をはかります。 

会期 ２月８日（土）午前１０時～午後４時 

会場 江南市民文化会館（名鉄江南駅下車東） 

表彰式 ２月８日 午後２時から 於同会館 

 

教室作品展 

教室における学習成果を発表し、書道を愛好する

一般市民に作品を公開することで、書道教育・書道

芸術の向上をはかります。 

日時 ３月１４日（土）午後１時～午後５時 

１５日（日）午前９時３０分～午後４時 

会場 江南市民文化会館 １階展示室 

展示作品 漢字・かな・篆刻・こども学生書道 

 

師範証授与式・師範会 

日時 ３月２９日（日）午前１０時 

会場 晴嵐館 錬心講堂 

 本年度は漢字部８名、かな部１名、硬筆部６名の

方が新しく師範に合格されました。師範証授与式の

あと、新師範のご紹介をいたします。 

 

文房四宝講習会 

筆・墨・硯・紙などの書道用具や、書写書道全般

にわたる実用的理論的な専門知識を得ることによ

り、書道を愛好する者のレベルアップをはかりま

す。 

日時 ３月２９日（日）午前１０時４５分～１２時 

会場 晴嵐館 錬心講堂 

タイトル 舞台演出家が語る「日本の心 いとおかし」 

講師 京都はんなりしつけ塾主宰  野々宮ちよ先生 

会費 無料 

内容 美しい所作、マナー、話し方、社員研修、空

間演出、おもてなしの総合プロデューサーです。舞

台演劇の脚本演出、女優でもある生粋の京女の講師

にお話をしてもらいます。日頃のマナーやお付き合

い、ファッションの疑問にも答えていただけます。

参加申込 ３月６日まで どなたでも聴講できます 

 

毛筆・硬筆 春季錬成会 

春期検定試験・師範試験を実施するにあたり、作

品制作の実技指導をすることにより、合格ラインへ

のレベルアップをはかります。 

日 時 ３月２９日（日） 

     硬筆・毛筆 午後１時～３時 

会 場 晴嵐館 錬心講堂 

会 費 3,000 円（硬筆・毛筆ともに受講可） 

用 具 硬筆 ペン・ボールペン一式 

    毛筆 書道用具一式 

☆毛筆の条幅は、作品を持参してください。 

☆午前の「文房四宝講習会」にも参加される方で弁

当ご希望の方は、申し込みと同時にお申し出くださ

い。 

 

受験相談会 

検定試験受験についてのご質問などをお伺いし

ます。ご遠慮なくご相談ください。 

日時 ３月２９日（日） 

 午後１時～３時 

場所 晴嵐館 錬心講堂 

相談料無料 

 

教室案内（毛筆研究） 

毎月第１・３・４土曜日 午前１０時～１２時（都

合により変更あり） 

初心者から手ほどき 検定試験、展覧会作品の指導

もいたします。 

定員 １５名（現在余裕あります） 

指導 大池青岑氏 

受講料 ４０００円／月（展示室観覧料含む） 
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教室案内（篆刻研究） 

毎月第３月曜日 午前１０時～１２時（都合により

変更あり） 

印稿作りと刻法・印学を学習します。各自思い思い

のことばを方寸の石印材に刻し、印章を仕上げま

す。 

定員 １５名（現在余裕あります） 

講師 岡野楠亭氏（日展準会員） 

受講料 ３０００円／月（展示室観覧料含む） 

 

謙慎書道展 作品研究会 

謙慎展出品作品を２～３点お持ち寄りください。 

１月１２（日）、２６日（日） 

午前１１時～１２時 

１月３１日までに新規出品申し込みが必要です。晴

嵐館までお申し出ください。 

 

書道催事支援事業 

地域における書道催事に対し、公益財団法人晴嵐

館後援名義使用・晴嵐館賞賞状交付・催事案内公告

等をおこないます。地域団体・グループの書道展覧

会、個展、書道イベント等の催事を支援します。 

１．催事の各種印刷物への「後援公益財団法人晴嵐

館」名義使用 

２．晴嵐館賞の賞状交付 

３．催事案内として内容を機関誌および晴嵐館ホー

ムページに掲載 

４．その他・・・詳しくはお尋ねください 

 

図書資料の貸出・閲覧 

中国や日本の書道の名品名跡、字典辞書、実技技

法書、理論書、その他美術文学にわたる書道の周辺

の様々な図書文献約４０００冊、映像資料等を、一

般の図書館と同様に貸出します。館内での閲覧もで

きます。書道に関心のある方ならどなたでもご利用

になれます。詳しくは晴嵐館までお尋ねください。 

 

錬心講堂の利用 

書道に関する研究会等の集会などにご利用くだ

さい。 

収容人員 約４０名まで 

利用料金 １０００円／時 

詳しくは晴嵐館までお尋ねください。 

 

硬筆かな用紙のご案内 

硬筆規定用紙のうち、一般部Ａ課題のかな用とし

て、かな用紙（ケイ線なし）があります。ご利用く

ださい。詳しくは晴嵐館までお尋ねください。 

 

展覧会お出かけガイド 

東京国立博物館 

東洋館 8室 

生誕 550年記念 文徴明とその時代 

３月１日まで 月曜休館 

JR 上野駅下車 

 

謙慎書道会「印人書画篆刻展」 

セントラルミュージアム銀座 

１月１４日～１９日 

（JR）有楽町駅徒歩７分 

（東京メトロ）銀座駅、銀座一丁目駅 

（都営浅草線）東銀座駅 

 

「日展 東海展」 

愛知県美術館 

１月２９日～２月１６日 月曜休館 

 

「現代書道２０人展」 

松坂屋美術館（名古屋 矢場町） 

２月２２日～３月１日 

 

徳川美術館 

「良寛さん その人と書」【後期】 

１月３１日まで 月曜休館 

（名古屋基幹バス）「徳川園新出来」下車徒歩３分 

（メーグル）「徳川園・徳川美術館・蓬左文庫」下車 

 

道風記念館 

館蔵品展「書の魅力」 

２月２日まで 月曜休館 

大池晴嵐作品も展示 

 

館蔵品展「読んで味わう書の世界」 
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 ２月５日～４月１９日 月曜休館 

（電車）JR中央線 勝川駅下車、タクシー10分 

（車）名二環上り線は松河戸 IC から 3 分、下り線

は小幡 ICから 5分 

 

「謙慎書道会展」 

東京都美術館 

３月１８日～２３日 月曜休館 

 

事業報告 

全国公募 第３６回中道書法展 

令和元年８月６～１１日 

 

会場内での表彰式 

【賛助出品】酒向清谷、松島似巌【幹事】大池青岑、

寺田小華【常任委員】今井翔鳳、江口清翠、大池龍子、

加藤秀慧、加藤智加、金澤秀鴛、上水流桜翠、倉田朝

華、齋藤禹月、舘由津、浪打靄舟、新家峰石、新田双

桃、長谷川幽岱、北條瑶光、松原映翠、宮地清華、山

本香風【委員】阿島春雪（晴嵐記念賞）石川清秋、石

﨑恵秋、伊藤蘭水、梅村豊洲、梅本千寿、大野草露、

鏡千裕、斉藤矧川、清水香蘭、舘鈴水、冨田紫英、橋

詰清香、花山資子、原翠舟（晴嵐記念賞）、藤原清泉、

松居光子、山内香霖、吉川桃華【評議員】池田夏爛、

伊藤秀英、井上鈴子、位田白峰（晴嵐館賞）、大嶋由美

子、岡田麗峰、小澤裕子、河村典子、桜井花淞、佐分

暢光、鈴木雨道、園田三輪子、辻村幸玉、野村繁子（晴

嵐館賞）、松江香華、松田典子（晴嵐館賞）、見並春翠、

森川桂石、安田瞳【委嘱】池田和香（中道賞）、伊藤香

草、井戸田香泉、上田泰生、宇佐美吉恵、宇佐見泰山、

梅村香苑、大藪翠園、小河佳風、加藤紅陽、倉内翠羽、

佐野清華（中道賞）、進士香苑、鈴木葵峰（中道賞）、

鈴木希代美、鈴木佑茉、髙島濤翠、中川剛碩、永島育

子、野呂竹泰、橋本富子、長谷川清風、廣間紫泉（中

道賞）、福山仁雅、堀尾千絵、松岡華泉、水野香葉、山

﨑曲全、山田真悠子、横山香雨（中道賞）【会友・公募】

犬塚結理、金澤星奈、小林伶奈、五味松石、長束香翠、

土師歌恋、畑中皐山、横井槐風（以上特選）、清水知苑、

田中清山、濱口有以、平松まるみ、増井希、若林碧雲

（以上秀逸）、安藤雅子、石川涼雨、伊藤香桃、伊藤耀

風、大池那由、大賀翠香、大神諒、大澤嶽山、大谷翔

水、岡崎真理、加原容子、河合美香、川端康介、酒井

紅水、高橋紅有、高橋雅、谷崎千代子、藤葉香玲、松

井博苑、森下珠香、盛田瑶華、安田加奈、山野映水、

山本映月（以上佳作）、青山遙、石橋光溪、居波優泉、

小田晴苑、金田静香、鎌倉翔玉、清須翠峰、久保幸苑、

黒瀬彩華、小林悠水、近藤乃愛、佐伯つた子、篠田優

月、多氣靖岱、立岩紀子、田村梅香、津坂利佳、富田

順泉、永戸溪水、南部幸泉、広中淳苑、福田将大、藤

城章香、古田扶三、牧原政子、松岡小加、宮本彩加、

村瀬徑秀、村田恵美、山川有響、山西舞、山本紬衣、

和田吟佳（以上入選）【遺作】豆子甲水之（敬称略）【特

別展示】大池晴嵐作品５点、中国孔子廟碑林拓本２点 

 

第４９回全国教育書道展 

令和元年８月６～１１日 

 

【招待出品】石川朋佳（高３）早川友菜（高２）友松

寛太（高１）浦山美妃（中３）大内彩世（中１）木村

奏太（小５） 

 幼年から高校生を対象に、全国から作品を募集。

6,813点（昨年比－1点）の応募があり、７月７日審

査の結果下記の賞が決まりました。 

上位入賞者 

【改元記念賞】田中貴之（高３）【晴嵐館大賞】別 所

優月（小４）【晴嵐館準大賞】井上桜依良（中１）【内

閣総理大臣賞】近藤乃愛（高２）【文部科学大臣賞】鈴

木もも（高１）尾藤ななみ（中３）水野伽音（小６）

【衆議院議長賞】佐野雛（中２）【参議院議長賞】坂本

奈央（小５）【愛知県知事賞】多田慶一郎（高１）松山

未來（中３）鬼頭愛奈（小５）【岐阜県知事賞】野口瑞
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葵（中２）山口花歩（中１）川瀬陽彩（小５）【三重県

知事賞】伊藤優花（中２）太田舞（小６）紅林侑希（小

５）【愛知県議会議長賞】古𦚰妃音（高２）飯田桃子（中

２）古本美咲希（中１）小坂幸慈（小６）今井美海（小

３）【岐阜県議会議長賞】細田沙希（高２）横山志保（中

３）太田愛花（中１）佐藤くるみ、向井凛（小５）【三

重県議会議長賞】荒井唯花（高３）牧井祐奈（中１）

眞田彩花（小３）【晴嵐館理事長賞】荘祐紀子（高３）

中村紬希（中１）松下優海（小２）【中京大学学長賞】

野口純伽（高３）青木凜（中２）西山慶香（小４）【愛

知県教育委員会賞】水谷朋花（高１）鈴木麻実、内田

壮祐（中３）田下葵、木股稜太、木村心菜、平澤孝晴

（中２）福嶋潤人（小６）久保優希、石田結香（小５）

福田優衣（小４）大島萌愛（小２）【岐阜県教育委員会

賞】秋山紗玖良（高２）近藤愛梨（中１）山中爽乃（小

６）中川彩（小５）黒澤エミリ（小４）【三重県教育委

員会賞】島津光夏（高１）片野繁奈（中２）西元彩乃

（中１）長谷川心咲、東山和花（小６）【中日新聞社賞】

奥若菜（高３）加古寅起（高２）周沛辰（中３）山田

結胡、蟹心愛（中２）長谷川琴未（中１）佐々木歩乃、

仙田望奈（小６）竹内碧唯、浅井里奈（小３）【名古屋

市長賞】渡辺莉菜（高１）山里菜穂子（中３）井上知

奈（小５）村山萌衣（小４）【江南市長賞】戸塚由佳（高

１）判治孝哉（中２）前島ののあ（中１）曳野紗史（小

６）木下璃子（小５）【晴嵐館錬心賞】上田雅乃（高１）

宮崎遥（中２）判治徹哉（小６）川瀬蒼夏（小２）【一

宮市教育委員会賞】鬼塚萌瑠（高１）赤塚望（中２）

森美羽祢（中１）大西叶莉（小６）堀部紗希（小３）

【春日井市教育委員会賞】佐藤瑞季（高１）前川七海

（中１）林小葉（小６）【岐阜市教育委員会賞】牛丸由

理佳（高３）荒川栞（中２）若林詞（小５）【江南市教

育委員会賞】南出日菜多（高２）山下李歩、桐井遥（中

３）大内康生（小５）向井希歩（小２）【津市教育委員

会賞】水野加菜（高２）桜井朱香（中３）谷紗夕菜（小

６）【豊明市教育委員会賞】門田和香奈（高２）翁長来

幸（中１）森茉奈（小５）【豊田市教育委員会賞】藤戸

祐成（高２）新谷遙菜（中３）津田健伸（中１）松井

あずさ（小６）太田彰華（小５）【名古屋市教育委員会

賞】鍋田萌子（高２）岡部有咲、杉原叶夢、太田蓮、

渡辺璃子、大村あかり、森口麻香（中３）鈴木慶太（小

５）新美莉愛（小４）吉永尚真、近藤優之助（小３）

伊藤大和（小１）【四日市市教育委員会賞】恒川実優（高

１）柘植洪心（中３）安江愛那（中１）境涼那（小５）

川村理希（小１）（敬称略）【晴嵐館賞】以下略 

 

第 44回 師範選抜書展 

令和元年９月１０～１５日 

名古屋市民ギャラリー栄 

入場者数 577 名 

 

出品者【新師範】伊藤香桃、多気靖岱、野村繁子、溝

口彩華、脇田玉翠（以上5名）【委員】阿島春雪、大池

青岑、大池龍子、倉田朝華、寺田小華、浪打靄舟、新

田双桃（以上7名）【師範】赤星白峰、石﨑恵秋、伊藤

香草、伊藤秀英、上野一華、梅村豊洲、梅本千寿、江

口清翠、大野草露、大藪翠園、加藤紅陽、金澤秀鴛、

金津宗俊、川崎尚華、木納桃舟、清須翠峰、下無敷蒼

玉、進士香苑、鈴木雨道、鈴木希代美、千田京華、滝

川祥苑、冨田紫英、中川剛碩、中嶋さつき、長束香翠、

新家峰石、平井瑛玉、藤葉香玲、藤原明美、北條瑶光、

牧原政子、松江香華、松岡華泉、松崎朱實、松原映翠、

水野香葉、溝口照美、三谷小京、宮地清華、村田恵美、

盛田瑶華、安田加奈、安田瞳、山内香霖、山田花翠、

山本映月、山本紬衣、油井恵子（以上49名）（敬称略） 

 

秋季書芸中道・硬筆中道錬成会 

令和元年９月６日 

 秋期検定試験・師範試験を実施するにあたり、作

品制作の実技指導をすることにより、合格ラインへ

のレベルアップをはかりました。参加者８名 

 

書道教育講習会 

令和元年９月６日 

「かなへのいざない」 

講師 日展会友 山本雅月氏 

 かな連綿や散らし書きの形式など、かな書道の楽

しみ方を学びました。参加者１２名 

 

令和元年度秋季 師範合格者 

下記７名の方が新しく師範に合格されました。今
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後は指導者として、芸術活動、後進の指導にさらに

ご活躍されますよう願います。 

【毛筆漢字】奥山竹峰、田中南岳、福山仁雅、山口

由紀子【硬筆】加藤萬華、木村彩華、角田桂月（敬

称略） 

 

寄附者リスト（寄附順） 

平成３１年４月１日～令和元年１２月３１日まで 

渡辺月譚様、滝静江様、浅野墨香様、溝口照美様、

土屋桂華様、松島似巌様、永戸溪水様、豆子みち子

様、石井保子様、近藤乃愛様、千田京華様、奥坂菫

径様、澤谷清美様、仲村春水様、位田白峰様、師範

（21 名）様 

 この度はご寄附を賜り、誠に有難うございます。

寄附規定にございますように、３分の１以上は公益

目的事業に使わせていただきますとともに、施設設

備補修の費用に充てさせていただきます。 

 

第８期寄附金募集 

晴嵐館本館手洗いの改修、南門柱の補修をします。

皆様方からのご芳志をお願い申し上げます。 

寄附金の振込先 

郵便振替口座 00850-1-45233 晴嵐館まで 

※晴嵐館へ寄附されますと、確定申告時に所得控除

を受けることができます。「寄附金受領書」と「寄附

控除に係る証明書」は、年明けにお渡しいたします。

詳しくは税務署または税理士にお尋ねください。 

 

令和元年度、会員募集（新規・継続） 

 維持員会費、年額１口 12,000 円（晴嵐館の目

的・事業に賛同する個人） 

 賛助員会費、年額１口 10,000 円（晴嵐館の事

業に賛助する個人または書道関連団体） 

※会費の３分の１以上を公益目的の事業に使用しま

す。 

 

晴嵐館の目的および事業（定款より抜粋） 

（目的）この法人は、書家大池晴嵐の作品を始めと

する書道作品及び大池晴嵐の作品制作の場となった

庭園を公開・開放するとともに、書道芸術及び書道

教育に関する事業を行うことにより、書道文化の振

興及び書道教育の発展に寄与することを目的とする。 

（事業）第４条この法人は、前条の目的を達成する

ため、次の公益目的事業を行う。 

① 書道作品等の収集・展示及び庭園の公開に関す

る事業 

② 書道に関する講習会、展覧会その他書道教育に

関する事業 

 
名誉顧問（敬称略） 

大池廣 
 

特別維持員（高額寄附者・敬称略） 
江良昭雄 

 

役員名簿（◎＝代表理事○＝業務執行理事） 

評議員  大池圭子   佐藤孝憲   佐分力夫 

田島毓堂   野木森雅郁  長谷川正則 

波多野美也  牧野圭佑   森 邦明 

安田文吉   山田茂美 

理事  ◎大池茂樹   加藤三紀彦  千田道弘 

滝 尚文  ○松川良治 

監事   片山泰宏   山内康男 

 

晴嵐館情報ＱＲコード 

 

ホームページ・メールアドレス・住所・地図が登

録できます。 

この館報のバックナンバーは晴嵐館ホームページ

でご覧ください。 

 

 

〒483-8187 愛知県江南市大海道町青木 22 番地 

TEL 0587-56-3170 FAX 0587-22-8790 

E メール info@seirankan.blush.jp 

mail@seirankan.blush.jp 

ホームページ http://seirankan.blush.jp 
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